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連絡・相談内容 相談機関 相談電話 備　　考

民間の犯罪被害相談窓口

児童虐待相談・通報

心の悩み相談窓口

法律関係の相談窓口

警察の相談窓口

群馬県こころの健康センター

法テラス ０５7０－079714

群馬弁護士会

女性相談者専用電話 ０２７－２２４－４３５６

０２７－２２１－７７７７

０２７－２２１－1616

０２７－２４３－０１１０
（犯罪被害者支援室）

０２７－２４３－０１１０
（総合宿日直）

０２７－２24－8080
又は＃９１１０

犯罪被害者相談

警察安全相談

少年育成センター

０２７－２３４－９３２１ 

０２７－２４３－９９９１

０２７－２６１－４４６６

０１２０－７８３－８８４

０２７－２６３－１１５６

公益社団法人
被害者支援センターすてっぷぐんま

中央児童相談所
中央児童相談所北部支部
西部児童相談所
東部児童相談所

こどもホットライン２４ ２４時間対応

２４時間対応

０２７－２６１－1000
０２７9－20－1010
０２７－322－2498
０２７6－3１－3721

配偶者等暴力の通報
ＤＶ相談

群馬県女性相談センター
（配偶者暴力相談支援センター）

月曜から金曜の１０：００～１６：００
（祝祭日・年末年始を除く）

月曜から金曜の９：００～２０：００
土・日・祝祭日の１３：００～１７：００
（年末年始を除く）

月曜から金曜の８：３０～１７：１５
（祝祭日・年末年始を除く）

月曜から金曜の８：３０～１７：１５
（祝祭日・年末年始を除く）

月曜から金曜の９：００～１７：００
（祝祭日・年末年始を除く）

月曜から金曜の９：００～１７：15
（祝祭日・年末年始を除く）

月曜から金曜の９：００～21：００
土曜の９：００～17：００

２４時間対応
（原則として、女性職員が対応）

月曜から金曜の１７：１５～翌日８：３０
土・日・祝祭日・年末年始の８：３０から
翌日８：３０

月曜から土曜の１３：００～１６：００

０２７ー２６３－１１００
携帯電話の方

性犯罪・性暴力被害者支援相談窓口

警察への届け出や民間被害者支援団体への相談の教示

平成26年11月発行　群馬県生活文化スポーツ部人権男女共同参画課、内閣府
　　　　　　監修　群馬県警察本部犯罪被害者支援室
　　　　　　編集　公益社団法人被害者支援センターすてっぷぐんま

支援関係者の皆様へ支援関係者の皆様へ
性暴力等の被害者を支えるために性暴力等の被害者を支えるために

　このリーフレットは、各支援機関・教育機関等において、性暴力等被害者へ対応する際のポイントなどを簡潔に
まとめたものです。
　各支援機関や教育機関の皆様は、日常の職務や活動を通じ、性暴力等被害者やその家族と接する可能性があ
ります。
　性暴力等を受けた被害者の精神的苦痛は、複雑で深刻です。支援者の皆様の適切な対応により、被害者が少し
ずつでも回復へ向かう道のりを歩むことが可能となります。
　一方、性暴力等被害者に対応する各支援機関や教育機関の皆様にも、不安や戸惑いを持つ方がいらっしゃるの
ではないでしょうか。
　皆様の不安や戸惑いを少しでも解消し、被害者への適切な対応が可能となるよう、このリーフレットをご活用く
ださい。　　

　強姦、強制わいせつ等の性犯罪・性暴力等は、被害者の尊厳を踏みにじり、身体的のみならず精神的
に極めて重い被害を与える犯罪・暴力で、「魂の殺人」ともいわれています。被害者に対する周囲の偏見
や対応によって、性暴力によって傷ついた被害者の心はさらに深く傷ついてしまいます。
　勇気を出して被害を打ち明けても、責められたり、叱られたり、話を聞いてもらえなかったりというこ
とがあると、その苦痛や絶望から、苦しい胸の内を誰にも話せずに時間だけが経過してしまい、場合によ
っては精神疾患に至ることもあります。
　また、被害者は、既に二次的被害を受けていることが多いことから、慎重かつ十分な配慮が必要とな
ります。

　性暴力等被害者は、被害による緊急避妊や感染する疾患の検査、カウンセリングの費用がかかり、経済的負
担を被ります。
　被害者が、警察に届け出る前に来院や相談を受けた場合には、警察へ届け出・相談するよう助言をお願いします。
　届け出を拒む被害者に対して、無理に届けるように勧める必要はありませんが、被害者の同意が得られれば、本
人にかわって警察に連絡いただけるよう、お願いいたします。
　警察への届け出があれば、
　「初診料、検査料、治療費、診断書料、緊急避妊、人工妊娠中絶施術費用等の医療費」の支援やカウンセリング制
度があります。
　また、警察への届け出の同意が得られない場合は、民間被害者支援団体等への相談窓口の教示をお願いいた
します。
　民間被害者支援団体（被害者支援センターすてっぷぐんま)では、電話・面接相談、病院・警察・検察庁等への
付き添いなどの支援を行っています。

皆さんに知って欲しいこと
回復の助けとなること

回復を妨げること

群馬県・内閣府

※

そばに寄り添い、話にしっか
り耳を傾ける

買い物など、現実的な困りご
とへのお手伝い

怒りや悲しみの感情を否定
せずに受け止める

体調不良が続く場合、病院や
相談機関への受診を勧める

興味本位で事件の話を聞き
出そうとする

被害当時、被害者が取った行
動を非難する

知り合いや報道機関へ無責
任な噂話をする

自分の価値観を押しつけ、励
ます

性暴力被害者等への対応

※性暴力被害者等とは、強姦、強制わいせつのほか、同意なしに強要される性的行為等の被害にあった方々をいいます。

■ 過度に被害者の感情に振り回されず、安定した態度で対応しましょう。

■ 被害者の気持ちに耳を傾け、被害直後に不安を抱いたり、混乱していても、それらは自然な反
　 応であること理解しましょう。

■ 被害者には、誠意をもって対応し、信頼関係をつくることに配意しましょう。

■ 被害者が、他人から見られず、落ち着いてゆっくり話せる環境を選びましょう。

■ 被害者の話に耳を傾け、丁寧な言葉で、事実の確認や情報を得ることに徹しましょう。

■ 被害者には、話をしてくれたことをねぎらい、安易なはげましをしないようにしましょう。

■ どのような状況であれ、悪いのは加害者であり、被害者に落ち度はありません。被害者を責め
　 ず、「あなたは悪くない」という声かけをしましょう。

■ 家族には、「悪いのは加害者であって、被害者には責任はない」ことを説明し、被害者を受け入
　 れ、穏やかに接するよう心がけることを理解してもらいましょう。

性暴力等被害の特徴 支援の基本

■ 「性暴力等」には、
　 強姦、強制わいせつをはじめ、セクハラ、性的虐待、児童ポルノなど様々な事象があります。
　 さらに、被害者一人一人の背景や心情はそれぞれに異なり、対応も個々に異なります。

■ 支援者も一人で悩まず、同じ組織の信頼できる同僚や上司と相談し、チームで対応すること
　 が大切です。
　 また、性暴力等の被害からの回復や、事件の解決のためには専門機関との連携が必要な場
　 合もあります。
　 被害者には、専門機関の支援が必要であることを根気よく伝え、同意を得た上でつなぐことで、
　 二次被害を防止します。
　 被害者の意に沿わない支援は、二次被害を発生させる原因になります。

支援者の皆様へ

　相談を受けた場合、被害者にとってどのような支援が望ましいのか検討し、支援機関につな
げることが重要です。
　その場合は、本人に必要性を説明し理解してもらい同意を得た上で行います。
　年齢などによっては、保護者の同意を得ることになります。
　しかしながら、身体に深い傷を負っている場合や妊娠の危険がある場合には、できるだけ早く
医療機関を受診させてください。緊急避妊薬は、発生から７２ 時間以内に服用すれば、その効
果が高いといわれています。

適切な支援機関への橋渡し（ 途切れのない支援）

第３回犯罪被害実態調査～法務省法務総合研究所（平成２０年調査）
　◆ 性的事件の被害申告率１３ ．３％

男女間における暴力に関する調査～内閣府（平成２４年４月公表）
　◆ 「警察に連絡・相談した」３．７％
　◆ 「どこ（だれ）にも相談しなかった」６７．９％

警察庁犯罪統計書「平成２３年の犯罪」より
　◆ 強姦加害者の約４割は面識ある者
　◆ 強姦被害者の約半数が未成年
　◆ 年齢に関係なく発生

■  殺されていたかも知れない、また被害に遭うかも知れないという強烈な恐怖
■  家族や知人にも相談することができず、孤立感が深まる
■  自分は汚れている等の思いからくる自尊感情の低下
■  加害者への怒り
■  加害者をかばう言動が見られることがある（ストックホルム症候群）
■  自責感の強さ

身体的、性的暴力の被害者では、被害を受けていない集団に比べ、
　● 自殺をしたいと思う　　２ ～ ６ 倍
　● 自殺を企てる　　　　1.5～ ９ 倍

性的虐待～『沈黙の虐待』
　◆ 被害を受けた子どもが、生涯にわたり影響を受け続ける、極めて深刻な虐待

● 被害の届出がなされにくい

● 面識がある者により行われる場合が多い
● 被害者の約半数が未成年

● 家庭内でも発生

※ 約７割の人が沈黙

特徴的な心情

特徴的な反応

● 睡眠困難
● 過度にビクビクする
● 注意・集中力がなくなる
● 被害現場に近付けない
● 被害に関する会話を避ける
● フラッシュバック
● 悪夢にうなされる

ＰＴＳＤ症状

アメリカの調査では、「強姦は
犯罪被害の中で最もＰＴＳＤ
発症率が高い」とされている

■  現実として受け止められない
■  動悸、冷や汗、嘔吐（特に口淫された場合など）
■  感情がマヒして淡々としている、記憶が一部ない、な

男女間における暴力の関する調査
（内閣府調査）

無回答

どこ（だれ）にも
相談しなかった

28.4％

3.7％
67.9％

警察に
連絡・相談した
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